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１ 趣旨 

わが国の近代化を支えた明延鉱山が 1987 年に閉山して四半世紀が経過しました。1989 年

に旧坑道の一部が「明延鉱山探検坑道」として一般公開され、以来多くの人々に日本の金属

鉱山のありのままの姿を伝えてきました。現在では操業時の様子をよく残す坑道に新たな価

値が加わり、正に産業文化財として多くの人々の関心を集めています。 

このほか明延には、「一円電車」の愛称で親しまれた鉱山電車や当時のヤマの暮らしの面影

を残す共同浴場、社宅、景観など、地区内には貴重な遺産が多く点在しています。2007年に

は「明延鉱山探検坑道」、「明神電車と蓄電池機関車」、「明盛共同浴場・第一浴場」の３件が

国の近代化産業遺産に認定されました。 

私たちは、明延鉱山の歴史や文化、鉱山技術等の調査・研究、産業遺産ガイド養成、一円

電車の保存・活用活動、一円電車まつりなどの事業を行い、明延地区の活性化に取り組んで

きました。 

これまで任意団体として活動をしてきましたが、この取り組みをさらに継続、発展させる

ため、思いを同じくする内外の人々の参画と全国各地で鉱山遺産を保存・活用しながら地域

づくりに取り組む仲間たちと連携を深め、社会的責任を確立する必要があることから、ＮＰ

Ｏ法人格を取得することを決意しました。 

法人化することにより、産業遺産等を活用したまちづくりに関心にある人々と共に明延鉱

山の遺産の保存、活用事業や地域づくり活動などに関する事業が更に展開することができる

ようになり、地域社会に広く寄与することができると考えます。 

 

２ 申請に至るまでの経過 

平成 23年４月   ＮＰＯ法人化へ向けて取り組みを開始 

平成 23年７月   第１回ＮＰＯ法人設立準備会開催 

平成 23年８月   第２回ＮＰＯ法人設立準備会開催 

平成 24年２月   第３回ＮＰＯ法人設立準備会開催 

平成 24年３月   第４回ＮＰＯ法人設立準備会開催 

平成 24年５月   第５回ＮＰＯ法人設立準備会開催 

平成 24年６月   ＮＰＯ法人一円電車あけのべ設立総会 

 

平成 24年６月３日 

  

ＮＰＯ法人一円電車あけのべ 
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